
㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

12 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

890,093 104.5 851,951 91.5

㎡ 施設使用料・負担金② 53 100.0 53 100.0

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 735 101.7 723 94.8

その他収入④ 889,305 104.5 851,175 91.5

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 2,249,780 122.0 1,844,393 112.7

施設のコスト⑥ 2,163,484 123.3 1,754,628 114.3

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 86,296 96.1 89,765 87.9

指定管理料⑨ 0 - 0 -

1,359,687 137.0 992,442 140.7

520,899 100.0 520,920 100.0

1,880,586 124.3 1,513,362 123.4

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

003675

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成22年4月1日（2010年）

所在地

西ケ谷清掃工場 利用圏域別分類

委託

広域施設

葵区西ケ谷553

指定管理者

0m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

83,700.00

83,700.00

0.00

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

5

20,271.50

急傾斜地危険、 急傾斜地崩壊危険個所

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

収集運搬に係る収集業務課、業者（委託業
 者、一部の許可業者）、直接搬入者(市

民、事業者）、工場見学者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

623.10

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

平成22年4月、新西ケ谷清掃工場が供用開
始。（処理能力：500t/日）廃熱を利用し
発電及び市営プール、西ケ谷資源循環体験
プラザへの熱供給を行っている。

指定無し

令和3年度

0

0

0m

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

鉄骨鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上5階 地下1階

平成22年（2010年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰa

収
入



評価指標 偏差値

築年数 12.7 年 64.1 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 58.5

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 0.6 点 54.4 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 53.9 ％ 52.3 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 92.62 千円 51.7 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 66.97 千円 52.4 86.43 千円

備考

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 58.5

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価が非常に高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

数値 平均

平均数値

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

003675

西ケ谷清掃工場

ハード：平均点以上

数値 平均

指
標
の
結
果

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

0
25
50
75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト
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30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

建物（ハード）

利
用
状
況
・
財
務
（ソ
フ
ト
）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

40 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

4,304 110.9 3,882 129.2

㎡ 施設使用料・負担金② 4,249 109.8 3,870 133.0

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 55 458.3 12 12.8

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 34,693 100.1 34,649 100.2

施設のコスト⑥ 0 - 0 -

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 4,089 101.1 4,045 101.3

指定管理料⑨ 30,604 100.0 30,604 100.0

30,389 98.8 30,767 97.4

24,636 50.0 49,273 127.7

55,025 68.7 80,040 114.1

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰa

収
入

鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上2階

昭和57年（1982年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

0.00

5,724.00

5,724.00

0.00

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

49

1,517.04

急傾斜地危険

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

市民（温泉利用者、各種４Ｒ体験講座受講
者）

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局ごみ減量推進課

244.42

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

静岡市資源循環啓発施設条例

４Ｒの体験や活動を通じて、廃棄物の減量
及び資源の有効利用に関する市民の理解を
深めるため、市民の自主的活動を支援し、
市民が自ら参加・交流する場を設けること
を目的に旧西ケ谷清掃工場管理棟を改修し
建設し、平成26年２月22日に開館した。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

2020年4月1日 - 2025年3月31日

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公共用財産財産区分 指定管理期間

施設名

012442

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成26年2月22日（2014年）

所在地

西ケ谷資源循環体験プラザ 利用圏域別分類

指定管理者

広域施設

葵区西ヶ谷553

指定管理者

0m

一般財団法人静岡市環境公社



評価指標 偏差値

築年数 40.0 年 46.4 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 49.7

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 2.0 点 48.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 100.0 ％ 64.3 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 37.60 千円 58.7 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 20.77 千円 58.1 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

012442

西ケ谷資源循環体験プラザ

ハード：平均点未満

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 49.7

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや低い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

最寄りバス停：西ケ谷総合運動場入口（千代慈悲尾線・西ケ谷線）

備考

0
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100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト
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建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

27 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

556,427 103.0 540,349 91.4

㎡ 施設使用料・負担金② 22 115.8 19 105.6

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 703 99.4 707 86.4

その他収入④ 555,702 103.0 539,623 91.4

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 1,359,778 104.8 1,297,782 97.3

施設のコスト⑥ 1,240,774 105.1 1,180,356 99.6

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 119,004 101.3 117,426 79.2

指定管理料⑨ 0 - 0 -

803,351 106.1 757,433 102.0

807,548 100.0 807,548 100.0

1,610,899 102.9 1,564,981 101.0

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰb

収
入

鉄骨鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上5階 地下1階

平成7年（1995年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

37,617.15

37,617.15

0.00

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

23

31,367.30

土石流危険

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

収集運搬に係る収集業務課、業者（委託業
者、一部の許可業者）、直接搬入者（市
民、事業所）、工業見学者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

5.84

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

平成7年7月、新沼上清掃工場が稼働。
（処理能力：600t/日）
廃熱を利用し発電及び健康増進館「ゆら
ら」への熱供給を行っている。
沼上清掃工場の一部施設である灰溶融施設
（処理能力：120t/日）は、平成29年度
より休止中。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

006085

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成7年7月21日（1995年）

所在地

沼上清掃工場 利用圏域別分類

委託

広域施設

葵区南沼上1224

指定管理者

0m



評価指標 偏差値

築年数 25.2 年 56.0 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 54.5

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 0.5 点 54.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 55.6 ％ 52.7 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 51.34 千円 57.0 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 25.60 千円 57.5 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

006085

沼上清掃工場

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 54.5

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価が高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考

0

25
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75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト
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建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

12 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

0 0

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 0 - 0 -

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 89,090 106.0 84,075 107.4

施設のコスト⑥ 42,462 111.3 38,151 103.5

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 46,628 101.5 45,924 111.0

指定管理料⑨ 0 - 0 -

89,090 106.0 84,075 107.4

168,433 100.0 168,433 100.0

257,523 102.0 252,508 102.4

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰa

収
入

鉄骨鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上5階

平成22年（2010年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、
容器包装リサイクル法

0.00

20,302.01

20,302.01

0.00

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

19

6,608.44

急傾斜地危険、 土石流危険

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

収集運搬に係る収集業務課、業者（委託業
者、一部の許可業者）、直接搬入者（市
民、事業所）、工業見学者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

80.98

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

資源リサイクルの推進を図ることを目的と
し、旧清掃工場跡地を利用し、平成22年
４月に粗大ごみ資源化施設が稼働開始。翌
年、平成23年４月にはペットボトル資源
化施設及びスラグ資源化施設が稼働開始し
た。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

010923

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成22年4月1日（2010年）

所在地

資源循環センター 利用圏域別分類

委託

広域施設

葵区南沼上1217-1

指定管理者

0m



評価指標 偏差値

築年数 12.0 年 64.6 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 58.8

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 0.3 点 55.6 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 85.7 ％ 60.6 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 38.97 千円 58.5 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 13.48 千円 59.0 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

010923

資源循環センター

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 58.8

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価が非常に高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考
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100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75
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建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

11 年　 ／ 31 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

0 0

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 0 - 0 -

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 31,228 100.1 31,184 94.1

施設のコスト⑥ 0 - 0 -

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 4,089 101.1 4,045 101.3

指定管理料⑨ 27,139 100.0 27,139 93.1

31,228 100.1 31,184 94.1

41,990 100.0 41,990 100.0

73,218 100.1 73,174 97.4

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

2020年4月1日 - 2025年3月31日

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公共用財産財産区分 指定管理期間

施設名

011156

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成23年5月10日（2011年）

所在地

沼上清掃工場資源循環センター啓発施
設棟

利用圏域別分類

指定管理者

広域施設

葵区南沼上1217-1

指定管理者

0m

一般財団法人静岡市環境公社

0.00

4,152.26

4,152.26

0.00

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

17

1,347.13

急傾斜地危険、 土石流危険

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

工場見学者（主に市内の小学４年生）、市
民講座受講者、静岡市環境大学受講生

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

0.00

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

静岡市資源循環啓発施設条例

市民の環境意識の醸成を図るため、４Ｒ
（リフューズ・リデュース・リユース・リ
サイクル）に関する情報発信や啓発・支
援、環境教育を行うことを目的として、平
成23年５月に開館した。

指定無し

令和3年度

0

0

0m

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

鉄骨造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上3階

平成23年（2011年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰb

収
入



評価指標 偏差値

築年数 12.0 年 64.6 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 58.8

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 0.0 点 56.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 100.0 ％ 64.3 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 54.35 千円 56.6 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 23.18 千円 57.8 86.43 千円

備考

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 58.8

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価が非常に高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

数値 平均

平均数値

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

011156

沼上清掃工場資源循環センター
啓発施設棟

ハード：平均点以上

数値 平均

指
標
の
結
果

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

0

25

50

75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

建物（ハード）
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状
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財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

32 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

1,766 133.1 1,327 116.9

㎡ 施設使用料・負担金② 72 104.3 69 104.5

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 0 - 0 -

その他収入④ 1,694 134.7 1,258 117.7

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 77,113 98.8 78,082 100.5

施設のコスト⑥ 61,976 98.0 63,210 102.2

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 15,137 101.8 14,872 93.7

指定管理料⑨ 0 - 0 -

75,347 98.2 76,755 100.2

12,356 100.0 12,356 100.0

87,703 98.4 89,111 100.2

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰb

収
入

鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上2階

平成2年（1990年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

150,328.00

150,328.00

0.00

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

7

548.74

土石流危険

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

焼却灰等運搬業務受託者、維持管理業務受
託者、埋立業務受託者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

65.12

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

旧最終処分場の埋め立てが終了したため、
平成2年4月に沼上最終処分場が供用開始
した。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

004979

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成2年4月1日（1990年）

所在地

沼上最終処分場 利用圏域別分類

委託

広域施設 / 中山間地

葵区北沼上387-1

指定管理者

0m



評価指標 偏差値

築年数 33.0 年 51.0 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 52.0

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 1.0 点 52.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 0.0 ％ 38.2 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 159.83 千円 43.2 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 137.31 千円 43.8 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設 / 中山間地

004979

沼上最終処分場

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 52.0

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考
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築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト
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建物（ハード）

利
用
状
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財
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ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

32 年　 ／ 31 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

0 0

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 0 - 0 -

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 32,721 91.2 35,874 107.2

施設のコスト⑥ 28,632 90.0 31,829 111.0

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 4,089 101.1 4,045 84.4

指定管理料⑨ 0 - 0 -

32,721 91.2 35,874 107.2

4,222 50.0 8,444 104.2

36,943 83.4 44,318 106.6

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰb

収
入

鉄骨造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上2階

平成2年（1990年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

2～5m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

22,048.95

0.00

22,048.95

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

2

260.00

津波浸水

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

焼却灰等運搬業務受託者、維持管理業務受
託者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

0.00

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

旧清水市にて昭和62年に旧最終処分場の
埋立てが終了したため、平成元年6月に清
水貝島最終処分場が供用開始した。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

008661

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成元年6月1日（1989年）

所在地

清水貝島最終処分場 利用圏域別分類

委託

広域施設

清水区三保地先

指定管理者

0m



評価指標 偏差値

築年数 33.0 年 51.0 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 52.0

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 1.0 点 52.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 0.0 ％ 38.2 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 142.09 千円 45.4 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 125.85 千円 45.2 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

008661

清水貝島最終処分場

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 52.0

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考

0

25

50

75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

31 年　 ／ 31 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

0 0

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 0 - 0 -

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 8,148 72.2 11,292 130.6

施設のコスト⑥ 4,059 56.0 7,247 188.2

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 4,089 101.1 4,045 84.4

指定管理料⑨ 0 - 0 -

8,148 72.2 11,292 130.6

3,954 100.0 3,954 100.0

12,102 79.4 15,246 121.0

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

－

収
入

鉄骨造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上1階

平成3年（1991年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

15,119.00

15,119.00

0.00

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

4

126.87

指定無し

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

沈砂等運搬業務受託者、維持管理業務受託
者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

0.00

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

旧庵原郡環境衛生組合が、旧富士川町南松
野字明神の最終処分場の埋め立て終了に伴
い、平成３年４月より新最終処分場として
設置した。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

012608

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成3年4月1日（1991年）

所在地

由比最終処分場 利用圏域別分類

委託

広域施設

清水区由比東山寺183

指定管理者

0m



評価指標 偏差値

築年数 31.0 年 52.3 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 52.6

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 1.0 点 52.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 0.0 ％ 38.2 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 95.39 千円 51.4 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 64.22 千円 52.7 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

012608

由比最終処分場

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 52.6

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考

0

25

50

75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

28 年　 ／ 15 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

0 0

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 0 - 0 -

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 20,112 111.4 18,056 86.1

施設のコスト⑥ 16,023 114.4 14,011 86.7

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 4,089 101.1 4,045 84.4

指定管理料⑨ 0 - 0 -

20,112 111.4 18,056 86.1

95 93.1 102 91.9

20,207 111.3 18,158 86.2

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

－

収
入

木造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上1階

平成6年（1994年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

604.01

0.00

604.01

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

5

70.22

指定無し

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

維持管理業務受託者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

0.00

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

昭和54年度に清水市一般廃棄物最終処分
場の水処理施設として建設され現在に至
る。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

008807

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 昭和55年1月4日（1980年）

所在地

清水逢坂汚水処理施設 利用圏域別分類

委託

広域施設 / 中山間地

清水区宍原193-3

指定管理者

0m



評価指標 偏差値

築年数 29.0 年 53.6 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 53.3

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 3.0 点 44.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 0.0 ％ 38.2 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 266.69 千円 29.6 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 265.44 千円 28.0 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設 / 中山間地

008807

清水逢坂汚水処理施設

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 53.3

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考

0

25

50

75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト
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50
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70

75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

無 台

㎡

屋内 人

屋外 人

38 年　 ／ 31 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

4 0

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 4 - 0 -

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 119,246 107.1 111,319 100.4

施設のコスト⑥ 96,837 105.4 91,903 100.2

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 22,409 115.4 19,416 101.3

指定管理料⑨ 0 - 0 -

119,242 107.1 111,319 100.4

9,415 98.0 9,612 97.4

128,657 106.4 120,931 100.2

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰb

収
入

鉄骨造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上1階

昭和59年（1984年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

16,748.56

3,123.56

13,625.00

工業地域

防
災
情
報

（区分・単位）

－

880.24

洪水想定

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

し尿・浄化槽汚泥収集運搬許可業者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

103.92

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

昭和42年10月に嫌気性消化方式によりし
尿処理を開始。平成6年4月には処理方式
を直接脱水方式に変更した。平成11年2
月に汚泥脱水施設の増設を行った（処理能
力260ｋｌ/日）。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

003682

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 昭和42年11月20日（1967年）

所在地

静岡衛生センター 利用圏域別分類

委託

広域施設

葵区東千代田三丁目5-1

指定管理者

2～5m未満



評価指標 偏差値

築年数 37.9 年 47.8 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 50.4

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 1.3 点 51.6 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 20.0 ％ 43.5 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 134.16 千円 46.4 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 124.34 千円 45.3 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

003682

静岡衛生センター

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 50.4

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや低い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考

0

25

50

75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

無 台

㎡

屋内 人

屋外 人

50 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

421 282.6 149 140.6

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 421 282.6 149 140.6

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 72,704 107.8 67,433 101.6

施設のコスト⑥ 67,102 107.2 62,579 101.6

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 5,602 115.4 4,854 101.3

指定管理料⑨ 0 - 0 -

72,283 107.4 67,284 101.6

11,961 96.3 12,417 95.8

84,244 105.7 79,701 100.6

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

－

収
入

鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上1階

昭和47年（1972年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

2～5m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

16,873.41

16,873.41

0.00

工業地域

防
災
情
報

（区分・単位）

－

2,600.60

洪水想定、 津波浸水

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

し尿・浄化槽汚泥収集運搬許可業者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

127.00

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

昭和47年1月に南部処理場としてし尿処
理を開始。平成11年2月にし尿受入の中
継基地として稼働開始。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

003683

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 昭和47年1月27日（1972年）

所在地

静岡衛生センター南部中継所 利用圏域別分類

委託

広域施設

駿河区下川原南3-1

指定管理者

2～5m未満



評価指標 偏差値

築年数 48.0 年 41.3 34.5 年

耐震対応 15.2 ％ 11.5 94.2 ％

評価値 26.4

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 2.0 点 48.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 0.0 ％ - - ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 32.39 千円 59.4 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 27.80 千円 57.2 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

003683

静岡衛生センター南部中継所

ハード：平均点未満

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 26.4

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価が低い。
耐震対応率の評価が非常に低い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考

0

25

50

75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

無 台

㎡

屋内 人

屋外 人

31 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

0 0

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 0 - 0 -

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 136,215 102.1 133,429 101.0

施設のコスト⑥ 120,348 110.3 109,159 100.9

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 15,867 65.4 24,270 101.3

指定管理料⑨ 0 - 0 -

136,215 102.1 133,429 101.0

106,015 100.0 106,015 100.0

242,230 101.2 239,444 100.5

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰb

収
入

鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上3階 地下1階

平成3年（1991年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

5,003.44

5,003.44

0.00

準工業地域

防
災
情
報

（区分・単位）

－

4,169.16

洪水想定

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

し尿及び浄化槽汚泥収集運搬業者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

0.00

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

昭和62年度から４ヶ年継続事業として旧
施設と同一敷地内において、旧施設の維持
管理を継続しながらのスクラップ＆ビルド
方式にて200ｋｌ（し尿・65ｋｌ/日、
浄化槽汚泥・135ｋｌ/日）の標準脱窒素
処理方式による最新鋭施設を建設した。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

008660

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成3年3月1日（1991年）

所在地

清水衛生センター 利用圏域別分類

委託

広域施設

清水区堀込722

指定管理者

0～0.5m未満



評価指標 偏差値

築年数 31.0 年 52.3 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 52.6

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 7.0 点 28.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 0.0 ％ 38.2 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 58.10 千円 56.1 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 32.67 千円 56.6 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

008660

清水衛生センター

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 52.6

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考

0

25

50

75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

無 台

㎡

屋内 人

屋外 人

29 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

0 0

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 0 - 0 -

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 46,122 62.9 73,384 100.8

施設のコスト⑥ 42,155 64.6 65,294 100.7

事業のコスト⑦ 0 - 0 -

人に係るコスト⑧ 3,967 49.0 8,090 101.3

指定管理料⑨ 0 - 0 -

46,122 62.9 73,384 100.8

40,953 100.0 40,953 100.0

87,075 76.2 114,337 100.5

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰb

収
入

鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上2階 地下1階

平成5年（1993年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

0.00

3,977.25

0.00

3,977.25

工業地域

防
災
情
報

（区分・単位）

－

1,610.54

洪水想定

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

し尿及び浄化槽汚泥収集運搬業者

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局廃棄物処理課

0.00

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

汲み取りし尿を富士川下流に投棄していた
が衛生環境が悪化したため、昭和36年に
蒲原町、富士川町、由比町によりし尿処理
場を設置、平成５年に新しいプラントを建
設した。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公共用財産財産区分 指定管理期間

施設名

001640

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成5年7月28日（1993年）

所在地

庵原衛生プラント 利用圏域別分類

委託

広域施設

富士市中之郷2128-1

指定管理者

0～0.5m未満



評価指標 偏差値

築年数 29.0 年 53.6 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 53.3

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 5.0 点 36.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 0.0 ％ 38.2 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 52.97 千円 56.8 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 28.06 千円 57.2 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

001640

庵原衛生プラント

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 53.3

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考

0

25

50

75

100
築年数

耐震対応率

バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当

たり純コスト

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

36 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

840 148.4 566 90.9

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 840 148.4 566 92.0

その他収入④ 0 - 0 0.0

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 384,919 153.6 250,594 81.3

施設のコスト⑥ 12,199 111.6 10,933 93.9

事業のコスト⑦ 16,075 225.2 7,137 60.8

人に係るコスト⑧ 356,645 153.4 232,524 81.6

指定管理料⑨ 0 - 0 -

384,079 153.6 250,028 81.3

30,994 94.9 32,674 92.1

415,073 146.8 282,702 82.4

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰb

収
入

鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上2階

昭和61年（1986年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

0.00

5,811.00

5,811.00

0.00

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

60

2,071.94

急傾斜地危険、 土石流危険

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

市清掃職員

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局収集業務課

1.88

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

旧静岡市における清掃職員及び清掃車の基
地として設置。主に管理棟、車庫棟、車輌
整備棟から構成される。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

003674

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 昭和61年12月20日（1986年）

所在地

沼上収集センター 利用圏域別分類

直営

広域施設

葵区薬師14-2

指定管理者

0m



評価指標 偏差値

築年数 36.0 年 49.0 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 51.0

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 1.5 点 50.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 9.6 ％ 40.7 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 200.33 千円 38.0 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 185.37 千円 37.8 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

003674

沼上収集センター

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 51.0

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや低い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考
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対応率
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建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

34 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

0 0.0 535 82.9

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 0 0.0 535 82.9

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 3,878 1.5 255,112 76.6

施設のコスト⑥ 3,878 57.4 6,751 80.8

事業のコスト⑦ 0 0.0 7,851 63.2

人に係るコスト⑧ 0 0.0 240,510 77.0

指定管理料⑨ 0 - 0 -

3,878 1.5 254,577 76.6

28,275 96.3 29,365 93.2

32,153 11.3 283,942 78.0

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰa

収
入

鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上3階

昭和63年（1988年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

0.00

4,439.01

4,439.01

0.00

その他

防
災
情
報

（区分・単位）

60

2,044.52

洪水想定

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

一般財団法人静岡市環境公社

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局収集業務課

333.32

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

旧静岡市における清掃職員及び清掃車の基
地として設置。主に管理棟、車庫棟、車輌

 整備棟から構成される。
　なお令和５年度から、家庭ごみ収集運搬
業務委託（駿河区）、不燃・粗大ごみ戸別
収集運搬業務委託の受託事業者である、一
般財団法人静岡市環境公社に、委託業務の
人員や車両の拠点として利用するため、行
政財産の目的外使用による貸し出しを行っ
ている。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

004577

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 昭和63年3月25日（1988年）

所在地

西ヶ谷収集センター 利用圏域別分類

民営（貸付）

広域施設

葵区西ケ谷557-1

指定管理者

0～0.5m未満



評価指標 偏差値

築年数 40.1 年 46.4 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 49.7

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 1.3 点 51.6 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 33.3 ％ 46.9 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 15.73 千円 61.5 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 1.90 千円 60.4 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

004577

西ヶ谷収集センター

ハード：平均点未満

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 49.7

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや低い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考
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耐震対応率

バリアフリー

対応率
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たりフルコス
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建物（ハード）

利
用
状
況・
財
務（
ソ
フ
ト）

高

高低



㎡

㎡

㎡

有 台

㎡

屋内 人

屋外 人

27 年　 ／ 38 年

千円 前年度比(%) 千円 前年度比(%)

256 109.9 233 99.1

㎡ 施設使用料・負担金② 0 - 0 -

㎡ 貸付料・目的外使用料③ 256 109.9 233 99.1

その他収入④ 0 - 0 -

実績 前年度比(%) 実績 前年度比(%) 249,035 86.8 286,928 98.2

施設のコスト⑥ 8,238 109.4 7,533 99.4

事業のコスト⑦ 14,797 116.5 12,698 104.9

人に係るコスト⑧ 226,000 84.7 266,697 97.9

指定管理料⑨ 0 - 0 -

248,779 86.8 286,695 98.2

26,946 100.0 26,946 100.0

275,725 87.9 313,641 98.4

施設所管課

収入計①（②＋③＋④）

（区分・単位）
令和4年度

利
用
情
報

令和3年度

耐震対応（主たる建物）

支出計⑤（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）

支
出

Ⅰb

収
入

鉄筋コンクリート造

施
設
の
写
真

施設概要（設置の経緯
や背景、施設の特徴）

国の根拠法令

建物所有状況

未利用スペース

用途地域

駐車場の設置状況

建築年（主たる建物）

災害危険区域等

浸水エリアの場合
の
浸水深

受入避難者数

うち市有面積

構造（主たる建物）

土地面積

地上3階

平成7年（1995年）
建
物
情
報

経過年/法定耐用年数

主な利用者

土
地
情
報

うち借地面積

総延床面積

階数（主たる建物）
災害時拠点施設の
指定の有無

南海トラフ巨大地震津波

指定無し

令和3年度

0

0

0m

0.00

3,863.23

1,923.27

1,939.96

第一種住居地域

防
災
情
報

（区分・単位）

38

1,037.09

指定無し

市の設置条例

フルコスト⑫（⑩＋⑪）

市清掃職員

減価償却相当額⑪

純コスト⑩（⑤－①）

環境局収集業務課

0.51

市有物件

令和4年度

洪水ハザードマップ

旧清水市における清掃職員及び清掃車の基
地として設置。主に管理棟、車輌整備棟か
ら構成される。１階事務所においては、ご
み集積所新設届等、自治会からの申請窓口
業務も実施、現在に至る。

施設基本情報シート(一般公開用） 令和5年度

その他 / 清掃・処理施設施設コード

貸付面積

公用財産財産区分 指定管理期間

施設名

008658

施設の運営形態

施設群/利用用途別分類

開設年月日 平成7年8月1日（1995年）

所在地

清水収集センター 利用圏域別分類

直営

広域施設

清水区八坂町2102-1

指定管理者

0m



評価指標 偏差値

築年数 27.2 年 54.7 34.5 年

耐震対応 100.0 ％ 52.9 94.2 ％

評価値 53.8

未利用スペース面積の割合 0.0 ％ - - ％

劣化度点数 5.5 点 34.8 1.7 点

クレーム数 5.0 点 60.4 4.4 点

バリアフリー対応率 50.0 ％ 51.3 45.1 ％

評価指標 偏差値

評価値 -

評価指標 偏差値

評価値 -

面積１㎡当たりフルコスト 265.86 千円 29.7 106.15 千円

面積１㎡当たり純コスト 239.88 千円 31.2 86.43 千円

利
用
状
況
評
価

レーダーチャート ポートフォリオ

指
標
の
結
果

指
標
の
結
果

・赤線は偏差値50（平均値）を表している
・青線は当該施設の評価を表している

A:建物評価も高く、利用状況、財務状況も平均値より高い
B:利用状況、財務状況の評価は高いが、建物状況に課題がある
C:建物状況の評価は高いが、利用状況、財務状況に課題がある
D:建物状況、利用状況、財務状況全てに課題がある

施設評価シート

施設コード

施設名

利用用途別分類

利用圏域別分類

その他 / 清掃・処理施設

広域施設

008658

清水収集センター

ハード：平均点以上

数値 平均

数値 平均

平均数値

一次評価グルーピング

建物評価の評価値（偏差値） 53.8

利用状況評価・財務評価の評価値（偏差値）

築年数の評価がやや高い。
耐震対応率の評価がやや高い。

建
物
評
価

指
標
の
結
果

財
務
評
価

備考
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バリアフリー

対応率

面積１㎡当

たりフルコス

ト

面積１㎡当
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建物（ハード）

利
用
状
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財
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ソ
フ
ト）

高

高低


